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日本記録 参加標準記録 参加標準記録 日本記録
18.85（↓） 21.10 砲丸投 18.50 18.22（↓）
62.16（↓） 66.00 円盤投 63.50 59.03（↓）
84.86（↑） 77.50 ハンマー投 72.50 67.77（↓）








































































































































1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位
CHN IRI IND TPE JPN QAT UZB KOR TJK KUW KAZ JOR  BRN PAK MAS SRI 8 7 6 5 4 3 2 1
砲丸投 8 5 8 0 0 0 0 3 0 2 6 0 4 0 0 0 IND CHN KAZ IRI BRN KOR KUW CHN 14
円盤投 2 15 0 0 5 4 3 1 0 0 0 6 0 0 0 0 IRI IRI JOR JPN QAT UZB CHN KOR 14
ハンマー投 5 0 0 0 0 7 6 4 8 5 0 0 0 0 1 0 TJK QAT UZB KUW KOR CHN CHN MAS 17
やり投 6 0 7 13 6 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 1 TPE IND JPN TPE CHN PAK CHN SRI 13
総合得点 21 20 15 13 11 11 9 8 8 7 6 6 4 3 1 1
獲得人数(実数) 7 3 2 2 2 2 2 3 1 2 1 1 1 1 1 1
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位
CHN JPN IND THA  BRN KOR UZB TPE IRI INA 8 7 6 5 4 3 2 1
砲丸投 14 9 0 0 7 0 0 3 0 2 CHN BRN CHN JPN JPN TPE INA 7
円盤投 15 3 9 6 1 0 0 0 2 0 CHN CHN THA IND IND JPN IRI BRN 9
ハンマー投 15 10 0 3 0 5 0 0 0 0 CHN CHN JPN KOR JPN THA 6
やり投 8 5 9 6 0 3 4 1 0 0 CHN IND THA JPN UZB KOR IND TPE 9
総合得点 52 27 18 15 8 8 4 4 2 2
入賞人数 7 6 4 3 2 2 1 2 1 1
CHN JPN IND IRI THA TPE KOR UZB BRN QAT TJK KUW JOR KAZ PAK INA MAS SRI
砲丸投 22 9 8 5 6 3 3 0 11 0 0 2 0 6 0 2 0 0
円盤投 17 8 9 17 6 0 1 3 1 4 0 0 6 0 0 0 0 0
ハンマー投 20 10 0 0 3 0 9 6 0 7 8 5 0 0 0 0 1 0
やり投 14 11 16 0 6 14 3 4 0 0 0 0 0 0 3 0 0 1
総合得点 73 38 33 22 21 17 16 13 12 11 8 7 6 6 3 2 1 1















































種目 名前 自己記録 リザルト 結果 自己記録達成率
男子・砲丸投 選手A 18m85 決勝 17m51 全体の9/14位 92.89%
男子・円盤投 選手B 62m16 決勝 57m90 第4位入賞（14名中） 93.15%
男子・円盤投 選手C 58m53 決勝 52m45 全体の11/14位 91.70%
男子・ハンマー投 選手D 70m63 決勝 65m86 全体の9/12位 93.25%
男子・ハンマー投 選手E 70m06 予選 59m62 全体の15/17位 85.10%
男子・やり投 選手F 86m83 決勝 81m93 第3位入賞（13名中） 94.36%
男子・やり投 選手G 80m18 決勝 71m44 全体の11/13位 89.10%
女子・砲丸投 選手H 16m57 決勝 15m68 第4位入賞（7名中） 94.63%
女子・砲丸投 選手J 16m47 決勝 15m50 第5位入賞（7名中） 94.11%
女子・円盤投 選手J 59m03 決勝 NM 順位なし 0.00%
女子・円盤投 選手K 54m00 決勝 52m87 第6位入賞（9名中） 97.91%
女子・ハンマー投 選手L 65m32 決勝 59m70 第5位入賞（6名中） 91.40%
女子・ハンマー投 選手M 66m79 決勝 63m54 第3位入賞（6名中） 95.13%
女子・やり投 選手N 62m37 決勝 52m40 全体の9/9位 84.01%
女子・やり投 選手O 60m86 決勝 55m27 第4位入賞（9名中） 90.81%
４．出場選手へのアンケート調査
４−１調査目的について
　本大会では選手の満足度を把握することを目的とし
てアンケート調査を行った．選手を対象にアンケート
を実施し，調査結果は今後の選手への円滑なサポート
の参考とする．
４−２調査方法について
　実施は大会が全て終了した2019年4月24日～ 30日
に対象者をアジア選手権の日本代表団・投擲ブロック
の全選手とした． 調査はWEB上のアンケートフォー
ムを使用し，連絡用SNSに添付して送付して回答を得
た（Fig.5）．
　その結果，選手14名中14名が回答した（回答率
100.00%）．各設問（内容は結果を参照）には，10段
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階評価をしてもらい「良かった」を10点，「悪かった」
を１点とした． 
Fig.4　WEB上のアンケートフォーム
４−３調査結果について
　アンケート調査の結果をTable.3にまとめた．結果
は全選手の平均値±標準偏差で示す．
　A） 現地での調整について選手の評価は6.77±2.28
という数値を示し，自由記述では投擲練習場の環境
を指摘している選手が多数いた．調整段階で大きな
問題はなかったように感じる．B） 現地での移動（ホ
テル～競技場）についても，7.69±1.89と良好であっ
た．感想内容からも満足度が伺える．C）現地での食
事については，6.92±2.22という数値を示し，ほぼ全
員の選手が「毎日同じ食事で飽きた」ということを記
入していた．D）大会の運営については，7.23±1.83
という数値を示し，大会スタッフの気遣いが素晴らし
かったという意見が最も多かったが，試合での投擲物
の問題を指摘している選手が多かった．E） 記録達成
率については，3.31±2.14と本アンケートの中で最も
低い数値を示した．自由記述の内容から，「技術的な
安定度の低さ」と「メンタルの弱さ」の大きく分けて
２点の反省をしている選手が多いようにみえた． 実
力を出すことが出来たと評価している選手はいなかっ
た．F）順位達成率については，3.00±2.48と最も低
い数値を示し，「３本以内に投げれなかった」という
反省が多く見られた．
Table.3 選手へのアンケート調査の結果
A）現地での調整について[感想]
[選手からの評価（10段階評価）]6.77±2.28
「メイン競技場と投擲練習場のサーフェイスの違いが大き
かった」 
「サークルも多く，ミネラルウォーターや補助食品が準備
されて良い投擲練習場だった」
「投擲練習を行うのに混み合うこともなくスムーズに練習
ができた」
「サークルの表面の状態が日本のサークルとは違った」 
B）現地での移動（ホテル～競技場）について[感想]
[選手からの評価（10段階評価）]7.69±1.89
「シャトルバスの本数も多く，時間の調整などが安易に出
来て便利だった」
「試合当日から投擲練習場にはシャトルバスが運行しな
かった」
C）現地での食事について[感想]
[選手からの評価（10段階評価）]6.92±2.22
「毎日同じメニューの食事で食べるのが苦痛になった．変
化のない食事の為，日本から色々（調味料，ドレッシング，
インスタント食品など）持って行くべきと感じた」
「一昨年のインドのアジア選手権に比べると衛生面の不安
感は無くて良かった」 
D）大会の運営について[感想]
[選手からの評価（10段階評価）]7.23±1.83
「試合会場での投擲物の種類が事前資料にあるものがな
かった」
「審判の英語は理解できなかったが，ジェスチャーで分か
りやすく説明をしてくれた」
「メイン競技場内の空調設備が効きすぎて寒かった」
E）記録達成率について[感想と自己分析]
[選手からの評価（10段階評価）]3.31±2.14
「改善していた技術の完成度が低かった」
「技術が安定しなかった為，記録が悪くなってしまった」
「狙った試合で実力を発揮できないメンタルの弱さを痛感
した」
「調子が良く，記録を狙い行き過ぎた結果，良い試技が出
来なかった」
「自分の自己記録の位置で，この達成率では海外では絶対
に通用しない」
F）順位達成率について[感想と自己分析]
[選手からの評価（10段階評価）]3.00±2.48
「最低目標であるメダルを獲得できた事は良かったが，記
録が低すぎると感じた」
「緊張して自分に余裕が無く，自分のやるべきことが何も
出来なかった」
「前に飛ばせば決勝に残る試合で，冷静でない為その状況
すら読めてなかった」
「海外では３本以内に確実にベスト近くを投げられるよう
にしなければならない」
「３投で予選を通過できる記録を投げる必要がある中で，
焦ってしまった」
「怪我で調整も全く間に合わず勝負ができなかった」
「最低な試合をしてしまった」
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５．今後の課題
　
　当たり前のことのようであるが,日本人選手の多く
は，外国人選手に初めから体格や力で負けてしまうの
ではないかと思っているところがあるように感じる．
本大会に参加した選手たちの中でも，2020年を見据
えた選手は必要以上に結果を意識しすぎてパフォーマ
ンスを落としてしまっている状況が見受けられたよう
に感じている．物怖じせず堂々と戦っていた印象はあ
まりなかった.これは選手だけでなく，我々コーチ陣
も選手へのアプローチを反省しなければならない材料
である．今後，本大会に参加したメンバーが中心とな
り，2020年オリンピック東京大会で日本人選手とし
て活躍してほしい.そのためには，それぞれ課題を把
握し継続的なトレーニングとともに，大舞台で記録を
出すための準備を常に心がけて活躍し続けなければな
らない．自分の競技力が日本だけでなく，アジアや世
界でどの位置であるかの確認や自分が出場する国際試
合の中での，パフォーマンス手段をより熟慮すること
が必要不可欠であることを訴えた．選手だけでなくコ
ーチも含め，自分達の現在の立ち位置を正確に把握す
ることで，アジアや世界での戦い方を考えていくこと
が重要であると考えられる．我々のこうした経験が今
後の国際大会での活躍や陸上競技の発展に寄与できれ
ば幸いである．
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